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年
金
受
給
額
が
年
十
八
万
円
以
上
の
人
は
保
険
料
が

そ
の
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
た
め
、
市
へ
の
苦
情
で

は
「
な
ぜ
年
金
か
ら
差
し
引
く
の
か
」
と
い
う
抗
議
や
、「
金

額
の
根
拠
が
わ
か
ら
な
い
」「
減
免
は
な
い
の
か
」
な
ど
、

保
険
料
の
額
に
関
す
る
も
の
が
三
割
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

　
い
ま
で
さ
え
「
食
費
を
切
り
詰
め
る
し
か
な
い
」
と

悲
痛
な
声
が
あ
が
っ
て
い
る
の
に
、
一
年
後
に
は
こ
の

保
険
料
額
が
さ
ら
に
二
倍
に
。
お
年
寄
り
に
重
い
負
担

を
求
め
る
と
い
う
制
度
の
あ
り
方
が
、
い
ま
根
本
か
ら

問
わ
れ
て
い
ま
す
。�

　
市
内
の
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
う
ち
約
九
万
九
千

人
（
六
四
％
）
が
住
民
税
非
課
税
の
低
所
得
者
で
す
。

非
課
税
と
は
、
憲
法
二
五
条
で
保
障
さ
れ
た
「
生
存
権
」

を
税
制
の
う
え
で
具
体
化
し
、
生
計
費
に
は
課
税
し
な

い
と
い
う
ル
ー
ル
。
こ
の
非
課
税
の
高
齢
者
か
ら
も
情

け
容
赦
な
く
取
り
た
て
、
ほ
ん
ら
い
助
け
る
べ
き
人
を

苦
し
め
て
お
い
て
、「
高
齢
化
社
会
を
支
え
合
う
、
助
け

合
う
制
度
」
な
ど
と
い
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。�

　
利
用
料
負
担
（
本
人
一
割
）
が
重
過
ぎ
て
介
護
サ
ー
ビ

ス
が
目
い
っ
ぱ
い
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
深
刻
な
事
態

も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
�

　
川
崎
市
が
お
こ
な
っ
た
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
実
態

調
査
で
は
、
利
用
限
度
額
に
対
す
る
平
均
利
用
率
は
三
九
・

七
％
。
横
浜
市
は
四
五
・
九
％
、
他
都
市
は
五
割
程
度
で

す
が
、
こ
れ
に
く
ら
べ
て
も
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
介

護
認
定
で
「
こ
こ
ま
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
使
っ
て
い
い
」

と
判
断
さ
れ
て
も
、
実
際
の
利
用
を
そ
の
半
分
以
下
で

が
ま
ん
し
て
い
る
の
で
す
。
�

　
「
重
い
負
担
を
軽
く
し
な
い
と
、
だ
れ
も
が
安
心
し

て
利
用
で
き
る
制
度
に
は
な
ら
な
い
」
―
国
や
市
に
た

い
し
日
本
共
産
党
は
、
住
民
税
非
課
税
の
高
齢
者
へ
の

保
険
料
の
減
免
と
あ
わ
せ
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の

三
％
へ
の
引
き
下
げ
を
求
め
て
い
ま
す
。
�

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
「
す
ぐ
入
所
が
必
要
」
の
お
年
寄
り
は
、
四
月
前
は
約

六
百
人
だ
っ
た
の
が
、
五
月
末
に
は
千
二
百
人
に
倍
増
。
こ
こ
に
き
て
、
市
長
が
建

設
を
遅
ら
せ
て
き
た
ツ
ケ
が
い
っ
そ
う
深
刻
な
現
実
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
�

　
高
い
保
険
料
を
払
っ
て
い
る
の
に
、
希
望
す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
い

の
で
は
、
な
ん
の
た
め
の
保
険
で
し
ょ
う
か
。
入
所
を
待
ち
わ
び
て
い
る
お
年
寄
り

の
切
実
な
願
い
に
こ
た
え
て
、
特
養
老
人
ホ
ー
ム
を
増
設
す
る
規
模
と
テ
ン
ポ
を
い

っ
き
に
引
き
上
げ
る
こ
と
が
緊
急
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
�

　
介
護
保
険
を
き
っ
か
け
に
、
こ
れ
ま
で
無
料
だ
っ
た

重
度
心
身
障
害
者
へ
の
医
療
系
サ
ー
ビ
ス
が
有
料
（
本

人
一
割
負
担
）
に
さ
れ
ま
し
た
。
横
浜
市
で
は
独
自
の

努
力
で
無
料
を
継
続
し
て
い
る
の
に
、
で
す
。
�

　
九
・
十
月
市
議
会
で
日
本
共
産
党
は
、
川
崎
市
も
医

療
費
助
成
制
度
を
適
用
し
無
料
に
も
ど
す
よ
う
強
く
求

め
ま
し
た
。
�

　「このまま開発がすすめば、21世紀には川崎市内か

ら緑地がなくなってしまう」―決して大げさな話では

ありません。市が「緑を増やす」という計画を発表した

96年には647㌶だった市内の緑地は現在613㌶に。こ

の4年で小学校25校分の面積に匹敵する緑地が減って

しまいました。開発による斜面緑地の破壊が、保全指

定などの3倍のスピードですすんでいるからです。�

　市議会で日本共産党は、全市民にむけて市が「緑の

非常事態宣言」を発し、市長みずからが具体的な行動

の先頭にたつときだと主張しています。�

　「ただいまァ」「おかえり」

―放課後、共働きなどで

親が家にいない子どもた

ちを家庭代わりに迎えて

くれるのが、学童保育です。�

　川崎市はこのかけがえ

のない学童保育をなくそ

うとしています。いま通

っている子どもと親だけ

でなく、保育園児とその

父母などこれからお世話

になろうとしている人たちにとっても大問題です。�

　「学童保育の存続を」―すでに12万人

以上の署名が市に提出されていますが、

父母のみなさんが新たな署名運動にとり

くんでいます。�

低
所
得
で
非
課
税
の
高
齢
者
�

川
崎
市
内
に
は
10
万
人
�
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�

　１０月から６５歳以上の高齢者から介護保険料の徴収がはじまり
ました。それに先立って本人に徴収通知が届くと、川崎市の窓口に
は問い合せや苦情の電話が殺到し、５日間で約５千件。中原区役所
では直接窓口に来て苦情を言ってきた人が１日で６０人も…。�

「緑の非常事態宣言」を�

インターネット�

（42歳）�

●
宗
田
ひ
ろ
ゆ
き
�

プロフィール●北海道出身。東京工業
大学、米ミシガン州・私立ホープ大学
卒業。ニュージーランド・オークラン
ド工科大学でコンピュータ言語を学び、
システムエンジニアに。アメリカ、中東、
アフリカ諸国など20ヵ国を訪問し、世
界の実情を見聞。中原区在住。�

日本共産党川崎市議団がホームページを開設しました。１４人の市会
議員の紹介や毎議会での質問、条例提案、催し物や各種相談案内など
多彩な情報をお届けしています。ぜひ、アクセスして下さい。�

議会質問、くらしに役立つ情報満載�
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市内の斜面緑地�
647　（96年1月時点）�
この4年間に…�

市が新たに�
保全した面積�
（保全協定など）�

開発によって�
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人間が大切にされる21世紀の国づくりに全力�

ヘク�
タール�


